
ゴットフリート・ケラーとJ．フレーベルの「チュー
リヒ・ヴィンタートゥール文学社」
-1846年の第一詩集の出版をめぐって-

言語: jpn

出版者: 明治大学教養論集刊行会

公開日: 2020-11-27

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 田村, 久男

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10291/21231URL



明治大学教養論集通巻547号

噂 9) pp. 45-59 

ゴットフリート・ケラーと J．フレーベルの

「チューリヒ・ヴィンタートゥール文学社」
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についても意識するようになっていた。私以前にも多くの

I5]胞たちがそうしていたように、書いた詩を一まとめにしてフォレン

教授に送り、不安と期待をもって私の詩に見込みがあるかどうかの判

断を1川いだ。というのもフォレン教授は、本人の意思に反して、

国の詩人の卵たちにとっては預言者的存在となっていたからだ。

た詩のほとんどは駄作とされたが、残りのいくつかの詩は出来がよ

かったので、詩人の道を決断するようにと激励してくれた。すぐに何

作かがまとめて冊子に印刷されて評判も悪くなく、いろいろと教えて

くれる好意的な友人たちを得ることもできた。 (1847年 3月）

き詩人ケラーのメントール役となったアウグスト・フォレン (August

Adolf Ludwig Follen贅 1794-1855)は、自身がドイツからの政治亡命者だっ

たこともあり、チューリヒの彼の私邸は当時メッテルニヒ体制下で弾圧を

けて国外に逃れたドイツ人にとっての避難場所の一つとなっており、スイス

国内も含めた革命家や自由主義改革者たちの主導的存在であった。

ギーセン生まれのフォレンは、

ルシェンシャフト

レオンのフランス

下の 1919年、カールスバート

の関与を理由に擾乱罪で逮捕拘束さ

ールとともにギーセン大学で愛国的プ

ら関わり、 1814年にはナポ

とし し、ウィー

より禁止されたプルシェンシャフトへ

10 る。

の 1821年にスイスのアーラウに逃亡、 1824年からはチューリヒに移り、

が住むアム・ゾネンビュール邸にはスイス在住の大学教授や改革を進める政

治家、 ドイツ各地からの亡命者たちが集まることになった。フォレンはスイ

ス人富豪の娘との結婚で市民権を得て、チューリヒ評議会議員も務め、

教育分野における近代化政策に様々な助言を与えた。例えば、 1833年に

立されたばかりのチューリ ヴァルトプルク祭にも

り政治活動を理由に事実上ミュンヘ を追われた自然哲学者ローレン
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-1846年の第一詩集の出版をめぐって一

ツ・オーケンを招聘したのもフォレンであり、 2) また革命思想ゆえにドイツ

から亡命した人々の支援にも努め、収監されていた牢獄から逃亡し 1836

にアルザス経由でチューリヒに亡命した軍人で著述家のヴィルヘルム・シュ

ルツ (WilhelmSchulz, 1797-1860) とその妻カロリーネ

し、自由を歌う革命詩人ヘルヴェークやホフマン・フォン・ファラースレー

ベン、フェルディナント・フライリヒラートらにも滞在場所

フォレン邸に滞在していたファラースレーベンが最も早くケラ

目し、シュルツ夫妻はケラーの最初の詩集が出版された際に匿名でドイツの

な書評を投稿しており、”彼らフォレンサークルの多く

はデビューしたての詩人ケラーの後援者となっ

ケラー以前に、フォレンの援助によって成功を収めた詩人にゲオルク・ヘ

ルヴェーク (1817-1875)がいる。シュトゥットガルト出身のヘルヴェーク

は1839年に懲罰的軍役を逃れてスイスに亡命し、フォレンのもと

に自作の「生者の詩」 (Gedichteeines Lebendigen) を朗読する。フォレン

邸に出入りしていたユーリウス・フレーベルがこの作品に感銘を受け、 1841

したばかりの自分の出版社「チューリヒ・ヴィンタートゥー

社」 (Liter紅 ischesComptoir Zurich und Winterthur拿以下「文学社」）

版する。この処女詩集は大評判となり革命詩人ヘルヴェークの名前は一躍ド

イツ中に知られ、上述のように

きっかけになったのもこ

ヘルヴェークの最初の詩集を

トの咆時のように私の心をとらえ

と進路転換を る

る朝、べy ドに寝ころんだまま

斬新な響きはまるでトランペッ

とケラーはその感動を表現している。

Jフレーベルと「チューリヒ・ヴィンタートゥール文学社」の設立

チューリヒ大学の鉱物学教授の職にあった地質学者ユーリウス・フ

レーベル (JuliusFrobel. 1805-1893)は、幼稚間の創始者として知ら
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1846 

それまで教会の管轄であった学校が教会から分離され、教員養成学校も新た

に作られる。 1833年には新設チューリヒ大学を頂点に州立学校（ギムナジ

ウム）、産業学校、国民学校等の新しい学校制度が整えられた。既に述べた

ように、これらの学校には L.オーケンやw.シュルツ、 J＃フレーベルらドイ

ツ人の学者や知識人が積極的に採用され、彼らの多くはフォレンサークルの

メンバーとなり市長ヒルツェルをはじめとするスイス国内の進歩的政治家と

交流を持った。

1839年、市長ヒルツェルはチューリヒ大学神学部の教授として、当

ヘーゲル左派の代表的人物として知られ、汎神論的な『イエスの生涯』の出

よって大きな議論を巻き起こしていた宗教哲学者ダーフィト噸フリード

リヒ・シュトラウスの招聘を提案する。この計画は教会を中心とする保守的

な市民の間で激しい反発を招いて間もなく撤回されるが、特に教育分野での

あまりに斬新な改革に保守層の不満が爆発し、近代化に反感をも

動された地方住民た して市内に押しかけ、死傷者が出る衝突事件と

なった（チューリヒ一揆Ziiriputsch)。ヒルツェルは責任を取って市長

任し、新たに保守派政権が誕生し、閣僚の一人J.C.ブルンチュリのもとで

反動色の強い政策が推し進められる。 1845年に進歩派が復活する 5年余り

の比較的短い期間ながら、この間、世俗の教員養成学校は廃止され、出版拿

自由の抑圧や、外国人亡命者の国内での活動制限が強められることに

なった。

J.フレーベルは政変により失脚した市長ヒルツェルの進歩的な自由主義思

想に共感し、自らもその恩恵を受けていたこともあって、新たに現れた保守

派の反動政策に強い危機感をもち、これに対抗する

る。この目的のために 1840年末、近隣のヴィンタートゥールで印刷所

むU.R．ヘーグナーとともに「チューリヒ・ヴィンタートゥール文学社」を

設立する。フレーベルの本来の目的はあくまでチューリヒにおける自由主義

し、当時の反動政策に対抗するための言論機関を作ること
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り、5) 「文学社」の社名も「政治プロパガンダの企図」を隠すためだったと

いう。6） しかし出版第一号となった革命詩人ヘルヴェークの

がいきなり大評判となり、 ドイツでも大きな注目を集めたために、

しいドイツ国内では発表が難しい原稿や寄稿が殺到し、”当初の計画はドイ

ツにも拡大されて「ドイツで目覚めた政治的精神を促すべく書かれた著作物

を、検閲を迂回して印刷することで世間に広め、同時に、スイスで起こって

いる反動的風潮に文箪で対抗する」8) ことが出版社の課題となった。こ

針拡大は結果としてドイツでの販売禁止と国境での差押え、さらに

をめぐり内部における

なった。

1843年、 AA. L.フォレンと思想家アルノルト・ルーゲ、ヘルヴェークの

リンの銀行家J.G.ジークムントらが共同出資する

る とも

経営強化され、ヘルヴェークに続いてホフマン・フォン・ファラースレーベ

ンやローベルト・プルッツの詩と戯曲、思想家 D.F.シュトラウス（『イエ

スの生涯』簡略普及版）やブルーノ・パウアー、ルートヴィヒ・フォイエル

バッハらの著作が相次いで出版された。新聞・雑誌では、 ドイツ

ルートヴィヒ・スネルによって発行されていたリベラ

イス共和新聞」（発行元はフォレン）の編集を引き継ぎ、パリでルーゲと

若きマルクスによって共同編集された「独仏年誌Jにも発刊資金

る。 1糾2 ヘルヴェーク としてドイツに向けた月

イスからのドイ が企画され、ヘルヴェーク自身が寄稿者を募るために

ドイツを巡り、ベルリンではプロイセン国王フリードリヒ・ヴィルヘルム 4

世にも謁見するが、拝謁直後に発禁令が出てヘルヴェークも同外追放となり

計画は頓挫、代わりに出版された評論集は当局にすべて押収されることと

なった。「スイス共和新聞」も

りで手放さざるを得ず、9)パリの

合併号の発行で終了する。

も結局は 1844 りの
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1846年の第一詩集の出版をめぐって

ケラーの詩人デピュー

ヘルヴェークに刺激されて我流で試みた詩作の可否を確認すべく、ケラー

が最初に接触したのはかつての産業学校時代の恩師フレーベルだった。 1843

年8月、書き溜めた詩の中から 21篇を選んでフレーベルに送り鑑定を依頼

する。フレーベルからは激励を込めた好意的な手紙が届き、バーゼルの作家

エマヌエル・シャイプに紹介する一方で、学生歌の編纂者で韻律に詳しい

フォレンの判断を仰ぐようにとケラーに助言する。

てフォレンのもとに原稿を送り、冒頭のケラー自

ォレンの眼にとまる。m) フォレン

「ある独学者の詩」が「文学社」の文芸誌「ドイツ

ケラ

り、そのう

もとに、 1845

に、さらに

「恋愛詩」と「炎の牧歌」の二つの連作詩が印刷された。フレーベルやフォ

レンがケラーに期待したのは、当時スイスで人気のあったアブラハム・エマ

ヌエル・フレーリヒやイェレミアス・ゴットヘルフら牧師系の保守的な作家

に対抗できる、リベラルな思想を持った新しいスイス詩人の登場であったと

いうが、既にこの時期「文学社」内部では意見の対立が表面化しており、ま

もなくフォレンが資金を引き揚げたこともあって経営危機に陥り、

ケラーの最初の はフォレンと毅しいハイデルベルクの CE ヴィン

ター書店から出版されることになっ

「文学社」の内部対立は、しばしば椰楡を込めて「チューリヒ

(Zurcher Atheismusstreit) と呼ばれており、出版社にとどまらずフォレン

サークルを中心としたチューリヒのドイツ人亡命者グループを分裂させるこ

とになった。きっかけはフォレンとともに「文学社」の共同経営者となって

いたアルノルト・ルーゲ (1802--1880)で、ヘーゲル左派の最も

紙「ハレ年誌」の編集者であったルーゲは、プロイセンの圧力により

の発行が困難となった後パリに移住し、マルクスとともに編集に携わった

にチューリヒにやって来る。 1846年に発表した回
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リの二年間』の中でスイスにおける愛国主義と素朴な信仰を批判

し、神の不死性を否定する。ルーゲのスイス移住にも助力したフォレンは、

これを自分に対する当てこすりと感じて即座にルーゲを批判する風刺ソネッ

トを発表し、無神論者は神を冒涜することで自らを神格化し自己満足に耽っ

ていると難じる。これに対して、さらにルーゲもフォレ ロディを

作って無神論こそが真の自由の前提であると

同時期にチューリヒ滞在していた作家カール・ハインツェンとともにフ

レーベルもルーゲの主張を支持し、一方、

るフォレン側には旧友ヴィルヘルム・シュルツや F.フライリヒラートら

が味方し、お互いパンフレットや新聞紙上で批判合戦を繰り広げ、果ては椰

楡と罵倒と誹謗の応酬となり、かつてフォレンとともにチューリヒ一揆の混

デンに避難したことを「臆病」とからかわれたシュルツ

が、軍人としての名誉を守るためにケラーを立会人にしてルーゲに決闘を申

し込むま、 V—元奴 9,"'o

この「論争」には、ともに自由を求めドイツにおける国民統合を目指しな

がらも、信仰の問題において世代間の違いが表れたとみることができる。

フォレンやシュルツはロマン主義が隆盛だった 18世紀末に生まれて反ナポ

レオン解放戦争を経験しており、一方、政治的傾向の強いヘーゲル左派の

ルーゲやフレーベルが政治活動を始めたのはウィーン会議以降のメッテルニ

ヒ体制下であった。さらに若いケラーの場合は、恩師フォレンの影響が強

く、まだ当時は神への信仰こそが詩作の根源であると信じていた。

の中に「我もィヒェルに」 (Auchan die.,Ichel“) と題した 4篇のソネット

がある。 Ichelとは、フォレンが自作のソネットでドイツ人Michelと韻を合

わせて作った言葉で無神論者を意味し、そこでケラーは神の存在を擁護しつ

つ、ルーゲらの無神論を次のように批判する。

私の心が墓の彼方に憧れるのは、
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どれほ しもう
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目を向けようとは思わない。

陶酔の中に詩人がつくる歌の見事さ

ど何ひと

く、

る

き

そ

しかし

入っ きており、

まとっている

くくる。批判された側のルーゲもハインツェンも、

く評価しており、ハインツェン

ラ

れた

プルシ A. AL．フォレンのこと〕

才能と信念をもったチ

ケラーが出てきて、自 イデルベルク、ヴィンタ
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でIche]に立ち向かってきた。若いケラーにはまだ自分に足りない精神

的教養を育むもっといい機会があるはずなのに、疑わしい人物の手先

となって、自分では何も判断しようとせずに、脆弱な教義を振り回し

ているのは残念だ。12)

二年後にはケラーもハイデルベルクで、それまで攻撃対象の一人だった唯

物論者フォイエルバッハと知り合い、彼との交友を通して無神論（もしくは

理神論）へ転向し、これこそが真の創作の基盤であるとの確倍にいたる。

若きケラーと政治詩

ケラーの名前で発表された最初の詩は「イェズス会士の歌」で、ケラーが

直接フォレンと連絡を取る前の 1844年の初めに、フレーベルの紹介によっ

てバーゼルの「自由スイス」紙の別刷付録として印刷された（E.シャイプ

編集、印刷はフレーベルの「文学社」）。この詩は、当時、カトリック州の一

つであったルツェルンの保守政府が州の教育を全面的にイェズス教団に委ね

た決定に抗議して書かれたもので、ルツェルン政府打倒のために遠征した義

勇軍にケラー自身も二度にわたって参加している。この付録版には有名画家

マルティン・デイステリの挿絵が添えられており、ほぼこのデザインのまま

政治ビラとして印刷され、リズミカルなリフレインや擬音を使い、内容的にも

比較的単純で明確なメッセージ性をもった詩だったこともあって広く拡散し、

これにより革新政治詩人ケラーの名前はスイス中で知られるようになった。

フォレンの指導の下に「ドイツ文庫」に印刷された一連の詩と、これらを

もとに篇数をほぼ三倍に増やした第一詩集 (1846年）は多くの場合、表題

の変更も含め大幅な加箪がなされ、その結果「若きケラーの詩ではなく、

アードルフ・ルートヴィヒ・フォレンの詩」 13) というべきものとなり、特に

時事問題を扱った作品ではフォレンの加筆によってプロパガンダ的効果がよ
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1846年の第一詩集の出版をめぐって

り一層強められている。［イェズス会士の歌」では本文自体は軽微な語旬の

修正にとどまるものの、本来の表題］esuitenlied(「自由スイス」紙の付録版

は「彼ら、イェズス会士がやってきた」 Siekommen. die Jesuiten)から、

では、フォレンによって「ロヨラの勇猛で大胆な狩」 (Loyolas

wilde. verwegene Jagd)へと大きく変更される。

ロヨラの勇猛で大胆な狩

幻影にあらず

さあさあ、狩りが始まった。

小大の男た

飛び跳ねては、すぐさま転がり

絶えず悲鳴が上がり、泣き叫ぶ。

彼ら、イェズス会士がやってきた。

く続き、

には悪竜や豚に跨った者もいる。

なんと賑やかな者たちだc

犀親のお腹の中の赤子も怯えているにちがいない。

彼ら、イェズス会士がやってきた。

と押 ひしめき、

まるで地獄のようなひ

さあ、安穏よ、おしまい

グレーテ、行って窓を閉めなさい。

彼ら、イェズス会士がやってきた。
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十字架と旗に先導され

後ろに括り付けてあるのは施物の袋だ。

狂信は審問官となり

愚昧は乞食の一群となって列に連なる。

彼ら、イェズス会士がやってき

おお、スイス、美しき花嫁よ、

お前は悪魔に嫁がされた。

そう、泣くがいい、哀れな子よ、

ゴットハルト峠から悪い風が吹く

彼ら、イェズス会士がやってき

この表題は、フォレン自身が学生として参加した解放戦争で、義勇部隊を

率いてドイツ統一の象徴ともなったリュッツォウ将軍を歌ったテオドール・

ケルナーの詩「リュッツォウの猛き狩」 (Liitzowswilde Jagd) をイェズス

会の設立者で反宗教改革の代表的人物イグナチウス・ロヨラに替えたもの

で、副題に「幻影にあらず」 (KeineVision) とあるが歴史上の人物に

付けられ、 ドイツの解放戦争も想起されるために対象がぼけてしまい、

この詩が持っていたアクチュアリティは逆に弱まっている。後にケラーはこ

れらのフォレンの加筆を嘆き、 1883年の『全詩集』では一部削除や修正を

f丁つ c

と を獲得した 58歳のケラーは、 した

的回想の中で、この最初の詩について次のよう ピソードを紹介している。

新聞に印刷された最初の作品はイェズス会士の歌で、これについては

ひどい目にあった。新聞が届いたとき女たちは驚き、

な隣家の女性はこの不快な詩を読み上げると、唾を吐きつけ



とを、

1月）

リ を ヨナ

し
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ぇ にチューリヒ

とも見える

したことも

B、ブライテンプルッフ

と

カリズムはもとも

と

またま

を得て、

とったと

と導き、詩人としての

レンのサークルやフレーペルの「文学社」に

まった自 ちだっ る。

注

1) Historlsch-Kritlsche Gottfried Keller-Ausgabe [HKKA]. Bd.15, Zurich 2012. 

S.399. [1847 Indirekt uberlieferte frilhe Autobiographi叫訳出にあたっては

5巻』（松籟社 l989年）収録、中梵芳之訳「自伝」を参考にした。

Alexander Ecker: Lorenz Oken. 

34 

l880} 

• Wege in das gelobte Land" Polit揺 heBildunE Und Erziehung in 

Re駆~neration und Deutscher Revolution 1848/49. Bad Heilbrunn 2016. S. 74. 

シュナイダーは従来の研究で見逃されてきた、本来の目的であったチューリ

ローカル言論誌としての性格を強調している。

6) Julius Frobel: Ein Lebenslauf.ク

Bekemitnisse. Stuttgart 1890, Bd. I. 

名前が LiterarischesComptoir 

そのまま残した。

Erinnerungeti und 

とヘーグナーの印嗣所兼書店の

これにチューリ
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-1846年の第一詩集の出版をめぐって一

7) ケラーと同年の作家テオドール・フォンターネも青年期に「文芸社」に原稿を送っ

たという。 WernerNaf: Das Literarische Comptoir Zurich und Winterthur, 

Bern 1929, S.14.「文芸社」の歴史についてはこのW.Nafと以下のH.G. Keller 

の研究に甚づく。

8) W. Naf. S. 95. 

9) Hans Gustav Keller: Die politischen Verlagsanstalten und Druckereien in der 

Schweiz 1840-1848, Bern u. Leipzig 1935, S.59. 

10)たまたまフォレン邸に滞在していて原稿を目にしたホフマン・フォン・ファラースレー

ベンがフォレンに推載したというc Emil Ermatinger: Gottfried Kellers Leben笠

Zurich 1950. S.127令

II) HKKA. Bd.13 (Fruhe , S.56. [Sonette XXIII. XXIV」
12) Karl Heinzen: Politische und Unpolitische Fahrten und Abenteuer II, 320ff. (E. 

Ermatinger. S. 152から引用）

13) Gottfried Keller. Samtliche Werke, hrsg. v. Jonas Frankel, Bd.14, Bern u. 

Leipzig 1936 (Gedichte 1846). S.XXV [Einleitung von J. Frankel] 

14) HKKA. Bd.13, S.118f. 

15) HKKA. Bd誌 SAl2.

16) Bernd Breitenbruch: Gottfried Keller in Selbstzeugnissen und Bjjddokumenten, 

Reinbek bei Hamburg 1968, S.32. 

むら・ひさお 政治経済学部教授）


